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真
に
宣
教
す
る
小
教
区
に
な
る
た
め
に

教

区

評

議
~ 
~ 
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糸
永
司
教
は
、
六
月
二
日

（
水
）
、
教
区
評
議
員
に
対
し
て
、

教
区
評
議
会
を
招
集
す
る
旨
の

文
書
を
送
っ
た
。

教
区
評
議
会
と
は
、
二
年

に
一
度
開
か
れ
る
司
教
の
重
要

な
諮
問
機
関
で
あ
り
、
教
区
民
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の
代
表
が
集
ま
っ
て
教
区
の
基

本
的
な
あ
り
方
が
話
し
合
わ
れ

マ
Q

。今
年
は
十
一
月
二
日
（
火
）

か
ら
三
日
（
水
）
に
か
け
て
、

カ
テ
ド
ラ
ル
で
開
か
れ
る
。
今

回
の
テ

i
マ
は
「
交
流
・
養

域
に
合
っ
た
方
法
で
宣
教
活
動

を
行
え
ば
小
教
区
も
発
展
す
る

と
述
べ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
活
動
が
考
え
ら
れ
る
か
を
話

し
合
っ
て
も
ら
い
た
い
と
今
回

の
研
修
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
十
の
分
団
会
に
分
か

れ
て
、
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ

た
。
分
団
会
で
出
さ
れ
た
多
く

の
招

集

聖
ト
マ
使
徒

年
間
第
十
四
主
日

年
間
第
十
五
主
日

年
間
第
十
六
主
日

年
間
第
十
七
主
日

長
、
教
区
会
計
部
長
の
通
常
の

評
議
員
の
他
に
、
今
回
は
③

助
任
司
祭
、
地
区
長
司
祭
、
小

教
区
専
任
カ
テ
キ
ス
タ
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
者
一
人
、
若
干

の
修
道
者
及
び
青
年
代
表
が
司

教
の
委
嘱
を
受
け
て
参
加
す

スV
日
程
は
、
十
一
月
二
日

（
火
）
の
午
後
六
時
半
の
交
流

会
か
ら
始
ま
り
、
三
日
（
水
）

の
早
朝
ミ
サ
に
続
き
、
午
後
三

時
半
ま
で
会
議
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細
は
、
後
日
周
知
す
る
。

な
い
人
も
来
や
す
い
の
で

招
待
す
る

・
宣
教
と
い
え
ば
構
え
て
し
ま

う
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声

か
け
が
大
切

分
団
会
の
発
表
を
参
加
者

と
と
も
に
聞
い
た
糸
永
司
教

は
、
分
か
ち
合
い
が
前
向
き
に

行
わ
れ
た
た
こ
と
は
今
回
の
研

成
・
秘
跡
｜
宣
教
す
る
小
教
区

に
な
る
た
め
に
」
で
あ
る
。

開
催
趣
旨
と
テ

l
マ
の
解
説

は
、
本
紙
二
面
に
掲
載
。

評
議
会
に
は
、
①
主
任
司

祭
と
信
徒
代
表
一
人
②
司

教
、
司
教
総
代
理
、
教
区
書
記

の
意
見
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を

挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

0

．
地
域
よ
り
も
ま
ず
身
近
な
家

族
へ
の
宣
教
を

・
自
分
の
地
域
に
困
っ
た
人
が

ど
れ
だ
け
い
る
か
な
ど
、

ま
ず
自
分
の
地
域
を
よ
く

知
る

・
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
は
信
者
で

⑤分団会で熱心に分かち合う

⑤全体会で各グループの意見を発表

8
月
旬
日
（
日
）
午
後

4
時

祇
園
之
洲
ザ
ピ
エ
ル
上
陸
記
念
碑
前
広
場

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
と
と
も
に
、
聖

母
被
昇
天
の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
平
和
の
た
め
に
祈

り
ま
し
ょ
う
。

根
源
的
な

二三 関

薮経
｜メ~

司敢

去最
品す
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黙 E
存R が
亙；福
ιム、 :Ii.三

日

日

教

五
月
二
十
四
日
（
月
）
か

ら
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
、
大

分
県
湯
布
院
町
の
黙
想
・
研
修

の
家
・
司
牧
セ
ン
タ
ー
で
那

覇
・
大
分
・
鹿
児
島
教
区
司
祭

の
合
同
黙
想
会
が
行
わ
れ
た
。

修
会
で
の
大
き
な
収
穫
で
あ
る

と
話
し
、
伝
え
た
い
こ
と
と
し

て
次
の
三
点
を
挙
げ
た
。

①
友
達
を
つ
く
る
l
信
仰

は
人
か
ら
人
に
伝
わ
る
。
世
俗

の
中
で
福
音
宣
教
の
チ
ャ
ン
ス

は
無
数
に
あ
り
ま
す
。

②
本
物
の
信
仰
を
持
つ
｜

知
的
、
霊
的
、
愛
の
面
で
自
己

の
信
仰
を
豊
か
に
す
る
。
「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
え
」
を
班

集
会
で
も
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
友
達
を
教
会
に
案
内
す
る
。

福
音
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
な
集
会
に
案
内
す

る
。
ま
ず
班
集
会
に
案
内
す
る

こ
と
を
勧
め
ま
す
。

研
修
会
の
後
は
、
主
聖
堂

で
司
教
の
司
式
で
ミ
サ
が
さ
さ

げ
ら
れ
、
こ
の
研
修
の
実
り
が

班
活
動
の
中
で
実
現
す
る
よ
う

祈
っ
た
。

尚
、
奄
美
地
区
は
七
月
四

日
、
聖
心
教
会
で
開
催
さ
れ
る
。

出
席
者
は
四
人
の
司
教
を
含
む

三
十
七
人
。
指
導
司
祭
は
、
カ

ル
メ
ル
修
道
会
管
区
長
の
中
川

博
道
神
父
。

世
界
の
急
激
、
全
般
的
、

深
刻
な
変
化
の
中
で
我
々
は
カ

ト
リ
ッ
ク
者
と
し
て
、
ま
た
司

祭
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
こ
の
数
十
年
失
っ
て
き
て

い
る
。
昨
年
、
カ
ル
メ
ル
会
の

世
界
総
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ

た
総
会
文
書
の
「
本
質
的
な
も

の
か
ら
の
再
出
発
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在

は
危
機
で
あ
る
が
、
本
質
的
な

も
の
を
捉
え
直
す
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
、
と
し
て
人
間
の
本
質

と
は
何
か
を
創
世
記
に
拠
り
な

が
ら
説
明
し
た
。
創
世
記
は
、

中
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委

教
区
教
会
学
校
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
会
は
、
六
月
十
二
日

（
土
）
、
鴨
池
教
会
で
中
学
生
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
向
け
て

の
会
合
を
開
い
た
。
参
加
者
は
九

大
松
、
泉
、
末
吉
師
の
各
委
員

の
ほ
か
に
委
員
会
か
ら
の
協
力

を
求
め
ら
れ
た
鹿
児
島
市
内
の

教
会
に
所
属
す
る
シ
ス
タ
ー
一

人

間

を

①

神

②

大

地

③

兄
弟
と
い
う
三
者
と
の
関
わ
り

を
生
き
る
者
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
人
間
が
神
と
の
関
わ
り
を

断
ち
切
っ
て
自
分
を
世
界
の
中

心
に
し
て
生
き
る
と
き
、
根
底

か
ら
の
自
己
の
崩
壊
が
始
ま

る
。
神
と
の
関
係
の
ズ
レ
が
、

大
地
と
の
、
ま
た
兄
弟
と
の
関

係
の
ズ
レ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
悪
霊
や
誘
惑
は
関
係
性
を

破
壊
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
根
源
的
な
関
係

性
を
取
り
戻
す
こ
と
が
福
音
宣

教
で
あ
る
と
述
べ
た
。

人
間
の
本
質
に
つ
い
て
の

深
い
研
究
、
ま
た
、
祈
る
こ
と
、

聴
く
こ
と
に
つ
い
て
の
説
得
力

の
あ
る
話
に
参
加
者
は
大
き
な

感
銘
を
受
け
た
。
信
仰
者
と
し

て
、
ま
た
、
司
祭
と
し
て
確
信

を
も
っ
て
福
音
を
宣
教
す
る
意

欲
を
与
え
ら
れ
た
。

人
、
信
徒
三
人
。

各
小
教
区
で
の
中
学
生
へ

の
カ
テ
ケ
l
ジ
ス
（
要
理
教
育
）

の
現
状
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

入
れ
た
い
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ

た
。
話
し
合
い
の
結
果
、
長
崎

教
区
立
要
理
教
育
研
究
所
が
作

成
し
た
「
ふ
っ
か
つ
」
三
分
冊

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
発
行
）
を
教
科

書
と
し
て
用
い
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
こ

と
を
決
め
た
。
ま
た
、
十
月
二

地

区

財

務

委

去
る
五
月
二
十
三
日
（
日
）

午
後
、
教
区
本
部
に
お
い
て
教

区
司
祭
地
区
（
教
区
司
祭
が
担

当
す
る
本
土
地
区
の
十
二
小
教

区
と
準
小
教
区
）
の
財
務
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
地

区
会
計
決
算
と
今
年
度
の
予
算

案
を
審
議
。
決
算
と
予
算
案
は
、

会
計
部
の
説
明
後
、
そ
れ
ぞ
れ

質
疑
応
答
の
後
承
認
さ
れ
た
。

説
明
に
よ
れ
ば
、
当
会
計

の
経
常
収
入
の
四
二
%
を
司
祭

寄
付
金
が
、
十
二
・
六
六
%
を

献
金
収
入
（
地
区
費
と
献
金
分

納
金
合
計
）
が
、
五
・
五
%
を

祭
儀
収
入
が
占
め
る
。
司
祭
の

老
齢
化
に
伴
い
、
司
祭
寄
付
金

は
今
後
減
少
せ
ざ
る
を
得
な

維
持
費
の
配
分
比
率
（
小

教
区
に
七
割
、
教
区
に
二
割
、

地
区
に
一
割
）
の
見
直
し
と
い

う
抜
本
的
対
策
が
す
ぐ
に
は
無

理
で
あ
れ
ば
①
維
持
費
納
入

者
増
が
基
本
で
あ
る
こ
と
②

維
持
費
額
は
各
自
で
決
め
る
が

収
入
の
三
%
が
目
安
で
あ
る
こ

と
③
維
持
費
は
世
帯
毎
で
は

な
く
、
収
入
の
あ
る
人
毎
に
納

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
地

道
に
訴
え
る
必
要
を
確
認
し
合

っ
た
。

十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
カ
テ
キ

ス
タ
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て

も
話
し
合
わ
れ
た
。
今
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
小
学
生
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
活
か
す
か

に
つ
い
て
、
実
際
の
展
開
の
仕

方
を
グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
で
行
っ

た
り
、
実
践
例
を
発
表
し
た
り

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
考
え
が

出
さ
れ
、
そ
の
方
向
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
。



(2) 

開
催
趣
旨

一
、
分
か
ち
合
い
を
通
し
て

小
教
区
の
活
性
化
を

平成16年（2004)7月1日（毎月1日発行）

今
回
の
教
区
評
議
会
は
、

何
か
特
定
の
議
題
を
審
議
し
て

決
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
は
な
く
、
各
小
教
区
が
真
に

宣
教
す
る
共
同
体
に
な
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ

き
か
を
、
自
分
た
ち
の
問
題
と

し
て
、
具
体
的
に
、
ま
た
前
向

き
に
分
か
ち
合
う
こ
と
を
通
し

て
、
各
小
教
区
の
活
性
化
を
追

及
し
ま
す
。
従
っ
て
、
今
回
の

教
区
評
議
会
は
各
小
教
区
に
お

け
る
準
備
の
分
か
ち
合
い
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
教
区
評
議
会

で
は
、
各
小
教
区
で
の
分
か
ち

合
い
の
成
果
を
教
区
レ
ベ
ル
で

分
か
ち
合
う
の
で
す
。
な
お
、

分
か
ち
合
い
の
ま
と
め
は
も
ち

ろ
ん
、
教
区
へ
の
要
望
が
出
て

く
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
教
区
の
司

牧
方
針
に
反
映
さ
れ
る
で
し
ょ

λ
ノ。
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二
、
教
会
の
教
え
と
指
導
に

基
づ
い
て

今
回
の
教
区
評
議
会
に
お

け
る
分
か
ち
合
い
は
、
世
間
的

な
常
識
や
人
間
的
な
感
情
論
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
教
会
の
教

え
と
教
区
の
指
導
方
針
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ

ず
、
次
の
よ
う
な
教
区
資
料
を

通
し
て
示
さ
れ
た
主
キ
リ
ス
ト

の
ご
意
向
に
素
直
に
こ
た
え

て
、
小
教
区
の
刷
新
に
取
り
組

む
姿
勢
を
大
切
に
し
ま
す
。
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三
、
参
考
資
料

参
考
す
べ
き
教
区
資
料
は

次
の
通
り
で
す
。
ぜ
ひ
目
を
通

第454号

し
て
く
だ
さ
い
。

③
『
小
教
区
と
わ
た
し
た
ち
｜

そ
の
理
解
と
刷
新
l
』
（
二

0
0
二
年
教
区
目
標
の
解

説
記
事
・
別
紙
）

⑥
『
信
徒
の
た
め
の
信
仰
生
活

指
針
』
（
二

O
O
一
二
年
教
区

目
標
解
説
文
書
・
全
教
区

民
に
配
布
済
み
・
別
紙
）

①
『
教
会
の
教
え
を
学
び
直
し

ま
し
ょ
う
』
（
二

O
O
四
年

年
頭
教
書
・
別
紙
）

④
『
成
人
の
要
理
教
育
』
（
国

際
要
理
教
育
評
議
会
編
・

別
冊

教区評議会

趣旨とテーマ

交
流

の
三
つ
は
宣
教
す
る
小
教
区
を

支
え
る
重
要
な
基
本
だ
か
ら
で

す。
一
、
－
父

流

祈
り
、
と
も
に
学
び
、
と
も
に

活
動
す
る
小
共
同
体
で
す
。

b
・
教
区
の
生
き
た
細
胞
で
あ

る
小
教
区
に
と
っ
て
、
特

に
牧
者
で
あ
る
司
教
と
の

出
会
い
は
極
め
て
重
要
で

す
。
こ
の
出
会
い
は
主
と

し
て
堅
信
の
た
め
の
司
教

の
小
教
区
訪
問
を
は
じ
め
、

種
々
の
機
会
の
司
教
ミ
サ

に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
司
教
は

教
会
一
致
の
象
徴
で
あ
り

要
で
す
か
ら
、
信
者
は
司

教
ミ
サ
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
教
会
に
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
行
動
で
表

す
の
で
す
。

． 
養
成． 
秘
跡

流
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

a
・
小
教
区
に
お
け
る
通
常
の

基
本
的
な
出
会
い
と
交
流

は
、
特
に
主
日
の
小
教
区

ミ
サ
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
主
の
復
活
を
記
念
す

る
日
曜
日
ご
と
に
小
教
区

の
全
共
同
体
が
ミ
サ
に
集

い
、
「
集
ま
り
」
で
あ
る
教

会
を
見
え
る
形
で
表
現
し
、

意
識
し
、
固
め
る
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
班
制
度
に
お

け
る
交
流
を
大
切
に
し
ま
す
。

班
制
度
は
底
辺
か
ら
の
信
者
共

同
体
、
い
わ
ゆ
る
「
教
会
の
基

礎
共
同
体
」
で
あ
っ
て
、
地
域

社
会
の
生
活
に
密
着
し
た
信
者

の
交
流
と
地
域
宣
教
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
と
も
に

ー
宣
教
す
る
小
教
区
に
な
る
た
め
に
ー

教
会
は
交
わ
り
で
す
。
洗

礼
の
秘
跡
に
よ
り
「
キ
リ
ス
ト

に
結
ぼ
れ
て
聖
と
さ
れ
た
」

（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
書
一
・
一
参
照
）

わ
た
し
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
を

頭
と
し
聖
霊
を
魂
と
し
て
一
つ

の
体
に
績
ば
れ
、
日
ご
ろ
か
ら

相
互
愛
の
交
わ
り
を
生
き
、
使

命
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
わ
た
し
た
ち
は
身
体
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
頭
や
心
だ

け
の
交
わ
り
に
留
ま
ら
ず
、
身

体
ご
と
の
直
接
の
出
会
い
や
交

な
お
、
司
教
区
昇
格
五
十

周
年
を
前
に
、
教
区
司
教
と
司

教
区
が
何
で
あ
る
か
を
正
し
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
主
た
る
参
考
文
献
は
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
の
「
教
会
憲
章
』

第
三
章
と
『
教
会
に
お
け
る
司

教
の
司
牧
任
務
に
関
す
る
教

令
』
、
お
よ
び
教
会
法
第
三
八

一
条
i
四
O
二
条
）
。

小
教
区
は
ま
た
、
互
い
に

教
区
の
細
胞
と
し
て
こ
れ
を
形

成
す
る
他
の
小
教
区
に
も
開
か

れ
て
、
時
折
交
流
し
、
よ
り
広

い
教
会
を
体
験
し
学
び
合
う
こ

と
は
、
大
い
に
奨
励
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

教
区
報
は
、
教
区
民
の
重

要
な
交
流
の
手
段
で
す
。
教
区

本
部
か
ら
の
情
報
ば
か
り
で
な

く
、
各
小
教
区
か
ら
発
信
さ
れ

る
豊
か
な
情
報
が
紙
面
に
掲
載

さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
各
共

同
体
は
教
区
レ
ベ
ル
で
互
い
に

交
流
し
、
学
び
合
い
ま
す
。

分
に
応
じ
て
教
会
維
持
費

を
負
担
す
る
の
も
教
区
民
の
交

わ
り
の
証
で
あ
り
、
助
け
合
い

の
重
要
な
手
段
に
な
り
ま
す
。

c
・
さ
ら
に
小
教
区
は
福
音
宣

教
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域

社
会
に
聞
か
れ
、
人
々
と

の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
小
教
区
も

そ
の
基
礎
共
同
体
で
あ
る

班
も
地
域
の
人
々
に
関
心

を
持
ち
、
一
人
で
も
多
く

の
求
道
者
を
求
め
、
信
者

を
増
や
し
て
神
の
国
を
広

げ
る
使
命
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
方

法
を
使
っ
て
福
音
の
招
き

を
告
げ
知
ら
せ
る
よ
う
、

祈
り
と
工
夫
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

福
音
宣
教
の
新
し
い
手
段

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
を
聞

い
て
福
音
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
方
法
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
を
持

つ
小
教
区
が
各
地
に
増
え
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
可
能
な

限
り
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
、
養

成

テ
ー

マ
解
説

福
音
宣
教
は
教
会
の
基
本

的
な
使
命
で
す
。
小
教
区
は
地

域
の
福
音
宣
教
セ
ン
タ
ー
で

す
。
鹿
児
島
教
区
は
来
年
、
司

教
区
昇
格
五
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
小
教
区
の

活
性
化
を
通
し
て
教
区
一
体
と

な
っ
た
宣
教
態
勢
を
整
え
る
こ

と
は
、
半
世
紀
を
経
て
成
長
し

た
司
教
区
の
証
と
し
て
、
最
も

ふ
さ
わ
し
い
記
念
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

去
る
一
月
と
四
月
の
司
祭
評
議

会
が
小
教
区
の
活
性
化
を
め
ざ

す
交
流
・
養
成
・
秘
跡
を
来
た

る
教
区
評
議
会
の
テ
l
マ
と
し

て
司
教
に
答
申
し
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

人
間
は
生
涯
学
び
続
け
ま

す
。
学
び
続
け
な
け
れ
ば
人
間

は
成
長
し
ま
せ
ん
。
経
験
は
貴

重
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
な
の
で
す
。
何
よ
り
も
、

複
雑
な
今
の
世
の
中
で
、
「
う

そ
つ
き
の
父
」
（
ヨ
ハ
ネ
八
・

四
四
）
、
「
悪
賢
い
」
（
創
世
記

三
・
一
）
サ
タ
ン
の
密
か
な
計

略
を
暴
き
、
お
の
お
の
の
心
に

呼
び
か
け
る
聖
霊
の
声
を
聞
き

分
け
て
こ
れ
に
応
え
る
た
め
に

は
、
教
会
の
教
え
を
通
し
て
示

さ
れ
る
神
の
言
葉
を
つ
ね
に
学

び
、
信
仰
の
感
覚
を
身
に
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
人
の

信
者
の
継
続
的
な
信
仰
養
成
は

不
可
欠
な
の
で
す
（
『
成
人
の

要
理
教
育
』
参
照
）
。
そ
こ
で
、

今
回
の
教
区
評
議
会
で
は
成
人

信
者
の
養
成
が
主
た
る
テ
l
マ

に
な
り
ま
す
。

三
、
秘

跡

秘
跡
は
人
間
と
世
界
を
変

え
ま
す
。
例
え
ば
、
聖
体
の
秘

跡
の
場
合
、
司
祭
た
ち
が
叙
階

の
秘
跡
の
権
能
に
よ
っ
て
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
を
キ
リ
ス
ト
の
か

ら
だ
と
血
に
変
え
る
よ
う
に
、

聖
体
は
洗
礼
に
よ
っ
て
キ
リ
ス

ト
に
結
ぼ
れ
た
信
者
を
さ
ら
に

キ
リ
ス
ト
に
似
た
も
の
に
変

え
、
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
化
さ

れ
た
信
者
は
世
界
を
神
の
国
に

変
え
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち

は
秘
跡
の
力
を
本
当
に
信
じ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
宣
教
活
動
の
力
の

源
は
特
に
ミ
サ
で
す
。
ミ
サ
を

中
心
と
す
る
典
礼
は
キ
リ
ス
ト

教
的
生
活
と
活
動
の
「
源
泉
か

っ
頂
点
」
（
教
会
憲
章
二
項

参
照
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の

で
す
。
そ
れ
で
、
形
式
的
な
生

ぬ
る
い
典
礼
参
加
で
は
な
く
、

真
に
生
き
生
き
と
し
た
元
気
の

出
る
ミ
サ
に
す
る
た
め
に
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
、
み
ん
な
で
分

か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

Eヨ

（

7
月）

2 
日

（
金
）
新
約
聖
書
ラ
ゲ
訳
出
版
（
一
九
一

O
年）

（
土
）
聖
ト
マ
（
松
森
孝
郎
神
父
・
頭
島
光
神
父
）

（
日
）
奄
美
大
島
地
区
信
徒
研
修
会
・
名
瀬
聖
心
教
会
－

n

時
i
m時

V
国
頭
教
会
献
堂
記
念
日
（
一
九
六
五
年
）

（
木
）
希
望
の
星
学
園
落
成
（
一
九
六
六
年
）

（
金
）
竹
山
昭
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
六
七
年
）

（
日
）
鴨
池
教
会
堅
信
式
・

9
時

（
火
）
司
祭
評
議
会
総
会
・
教
区
本
部
・
日
時

（
水
）
教
区
本
部
会
議
・
教
区
本
部
－

m時

（
木
）
浦
上
教
会
献
堂
記
念
日
（
一
九
八
四
年
）

V
紫
原
教
会
献
堂
（
一
九
七
一
年
）

V
レ
デ
ス
マ
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
五
六
年
）

（
水
）
ユ
ゼ
ビ
ウ
ス
神
父
命
日
（
一
九
七
九
年
）

（
木
）
レ
オ
税
所
七
右
衛
門
受
洗
ご
六
O
八
年
）

（
日
）
信
仰
養
成
委
員
会
・
教
区
本
部
－

H
時

V
聖
ヤ
コ
ブ
（
福
崎
英
雄
神
父
）

3 
日

4 
日

8 
日

15 14 13 11 9 
日日日日日

25 22 21 
日日日

8
月

4
日
（
水
）
レ
ヒ
ナ
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
六
O
年）

6
日
（
金
）
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
始
ま
る
・
日
日
ま
で

日
日
（
日
）
ザ
ピ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
・
祇
園
之
洲
・
同
時

ロ
ー
マ
・
ア
シ
ジ
・
ル
ル
ド
な
ど
訪
問

古
仁
屋
教
会
主
催
で
巡
礼

五
月
十
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
古
仁
屋
教
会
主
催
の
聖
地
巡

礼
が
行
わ
れ
た
。

島
か
ら
の
三
人
を
含
む
全
国
か
ら
の
総
勢
十
四
人
で
ル
ル
ド
、

ヌ
べ
l
ル
、
パ
リ
、
ア
シ
ジ
、
ロ
l
マ
と
巡
っ
た
。
今
年
は
無
原

罪
の
御
宿
り
の
教
義
が
信
仰
箇
条
と
さ
れ
百
五
十
年
目
、
ま
た
聖

ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ
の
列
聖
七
十
年
に
当
た
っ
た
。

一
行
は
ル
ル
ド
の
グ
ロ
ッ
ト
で
の
ミ
サ
を
皮
切
り
に
、
ア
シ
ジ

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
聖
堂
献
堂
七
百
五
十
周
年
記
念
ミ
サ
、
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
墓
で
の
ミ
サ
と
大
き
な
恵
み
に
浴
し
た
。
ま
た

ロ
l
マ
在
住
の
三
宅
さ
ん
（
名
瀬
市
出
身
）
の
ガ
イ
ド
の
も
と
教

皇
謁
見
、
四
大
バ
ジ
リ
カ
、
十
二
使
徒
大
聖
堂
な
ど
な
ど
精
力
的

に
巡
っ
た
。

巡
礼
を
振
り
返
っ
て
西
本
神
父
は
「
あ
ま
り
日
本
人
巡
礼
団
が

行
か
な
い
教
会
も
巡
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
。
ま
た
ル
ル
ド
で

の
沫
浴
場
で
車
椅
子
の
男
の
子
を
抱
い
て
沫
浴
す
る
若
い
父
親
の

姿
が
心
に
焼
き
付
い
た
。
子
供
の
病
気
は
癒
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

こ
の
親
子
に
と
っ
て
ル
ル
ド
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
恵
み
な
の
で
し
ょ
う
」
と
そ
の
感
動
を
語
っ
た
。



平成16年（2004)7月1日（毎月1日発行）

感

謝

を

ア

マ
に
北
薩
大
会

大
口
明
光
学
園
会
場
に
心
温
ま
る
雰
囲
気

神
へ
の
感
謝
を
テ
l
マ
に
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
が
六
月
六
日
（
日
）
大
口
明
光
学

園
で
あ
っ
た
。
今
年
の
大
会
に
は
北
薩
地
区
の
五
つ
の
小
教
区
か
ら
約
百
八
十
人
の
信
者
が

集
い
、
糸
永
司
教
の
ミ
サ
で
教
区
の
一
致
の
し
る
し
に
あ
ず
か
り
、
ま
た
沼
野
尚
美
さ
ん

（
六
甲
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
チ
ャ
プ
レ
ン
）
の
講
話
で
心
の
安
ら
ぎ
を
も
ら
っ
た
。

シ 7 家丈 E乙宰a.J芸区~、暗号プコト｝『J

ザ
ピ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

私
が
中
学
時
代
に
出
合
っ
た
言
葉
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
た
と

え
全
世
界
を
も
う
け
て
も
、
そ
の
魂
を

失
っ
た
な
ら
ば
何
の
益
が
あ
ろ
う
か
」

（
マ
タ
イ
十
六
）
で
す
。
し
か
し
特
別
に

あ
の
日
、
あ
の
時
に
聞
い
た
と

い
う
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ぃ

I
i

、

中
＋
一
口

つ
の
聞
に
か
私
の
心
の
中
に
し

l
i
ノ

み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
み
言
葉
が
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
の
人
生
を
変
え
、
苦
難
と
栄
光

へ
の
道
を
辿
ら
せ
た
こ
と
を
：
・
。

日
本
に
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
平
和
を
伝

え
る
た
め
に
、
ザ
ビ
エ
ル
は
第
一
歩
を

踏
み
入
れ
た
最
初
の
地
、
こ
の
鹿
児
島

に
一
年
間
滞
在
し
、
約
百
人
も
の
人
々
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温かい雰囲気いっぱいだった北薩大会

毎
年
、
各
小
教

区
を
巡
っ
て
開
催

さ
れ
る
「
カ
ト
リ

ッ
ク
北
薩
大
会
」
。

地
域
信
者
の
霊
的

成
長
と
親
睦
に
欠

か
せ
な
い
大
会
と

な
っ
て
い
る
。
今

年
開
催
担
当
と
な

っ
た
大
口
小
教
区

で
は
、
明
光
学
園

の
協
力
で
温
か
い

雰
囲
気
の
漂
う
大

会
に
仕
上
げ
た
。

午
前
十
一
時
か

ら
さ
さ
げ
ら
れ
た
糸
永
司
教
司

式
の
ミ
サ
で
司
教
は
大
口
教
会

の
歴
史
と
こ
の
北
薩
の
地
域
の

宣
教
に
遇
進
し
た
レ
デ
ン
プ
ト

l
ル
会
の
活
躍
を
振
り
返
っ

た
。
ま
た
佐
世
保
で
起
っ
た
小

学
生
に
よ
る
殺
傷
事
件
を
取
り

上
げ
、
生
命
の
神
秘
や
対
話
に

つ
い
て
も
触
れ
「
子
供
が
大
き

な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
現
代
こ

そ
、
そ
れ
を
和
ら
げ
る
家
庭
の

役
目
が
間
わ
れ
る
」
と
家
庭
の

働
き
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
ミ

サ
後
の
昼
食
時
間
に
は
、
大
口

明
光
学
園
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

が
洗
礼
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ザ
ビ
エ
ル
が
去
っ
た
後
、
確
か
な
歴
史

の
中
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
神
様
だ
け

が
ご
存
知
の
歴
史
の
中
に
、
も
し
か
す

る
と
人
知
れ
ず
そ
の
愛
の
た
め
に
殉
教

し
た
人
々
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ

た

み

言

葉

ザ
ビ
エ
ル
渡
来
四
五
O
年
祭
（
一
九

九
九
年
十
月
八
日
）
か
ら
五
年
の
歳
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の

一
、
二
年
前
の
出
来
事
の
よ
う
な
、
ず

い
分
と
昔
の
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
な
、

そ
ん
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
静

か
に
し
っ
か
り
と
そ
の
想
い
は
燃
え
続

あ
っ
た
ほ
か
大
口
教
会
信
者
た

ち
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露

も
あ
り
、
大
き
な
拍
手
が
会
場

に
響
い
た
。

そ
の
後
は
沼
野
尚
美
さ
ん

の
講
演
が
あ
っ
た
。
沼
野
さ
ん

は
ホ
ス
ピ
ス
で
神
と
出
会
っ
て

逝
く
人
々
の
姿
を
紹
介
し
、

「
キ
リ
ス
ト
の
救
い
に
触
れ
て

本
当
に
安
ら
ぎ
を
得
た
人
の
心

は
自
由
だ
」
と
話
し
、
自
分
の

心
と
向
き
合
う
こ
と
の
必
要
性

を
説
い
た
。
講
演
を
終
え
た
沼

野
さ
ん
は
「
心
温
ま
る
大
会
だ

っ
た
。
明
光
学
園
の
子
ど
も
た

ち
も
素
直
で
か
わ
い
い
」
と
感

想
を
、
述
べ
た
。

シ
ス
タ
ー
た
ち
も
お
勉
強

奄
美
・
本
土
で
総
会
や
研
修
会

修
女
連
奄
美
支
部
総
会

五
月
十
六
日
（
日
）
、
名
瀬

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
鹿
児

島
教
区
修
道
女
連
盟
奄
美
支
部

の
総
会
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
二
O
O四
年
を
聖
霊
と
と

も
に
。
奉
献
生
活
者
と
し
て
、

神
の
畑
の
働
き
手
と
し
て
・
・
・
」
。

同
支
部
で
は
、
毎
年
霊
的
糧
を

得
ょ
う
と
講
師
を
呼
び
、
研
修

も
行
っ
て
い
る
。
今
年
、
講
師

に
招
か
れ
た
の
は
霊
性
セ
ン
タ

け
て
い
ま
す
。

一
五
四
九
年
八
月
一
五
日
、
聖
母
被

昇
天
の
日
に
薩
摩
の
国
の
真
夏
の
暑
い

日
差
し
の
中
に
降
り
立
っ
た
聖
プ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ピ
エ
ル
、
そ
の
熱
き
想
い

を
思
い
起
こ
し
、
と
も
に
祈
り
、
平
和

を
願
い
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
伝
え
る
た

め
に
、
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭

に
参
加
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。
（
女

引

性

信

徒

）

仇
げ
実
行
委
員
会
よ
り
：
・
今
年
の

ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
は
八
月

十
五
日
午
後
四
時
か
ら
祇
園
之
洲
の
ザ

ビ
エ
ル
上
陸
記
念
碑
前
で
行
わ
れ
ま
す
。

皆
で
集
い
、
ザ
ビ
エ
ル
様
と
一
緒
に
、

聖
母
被
昇
天
を
祝
い
平
和
を
祈
り
ま
し

ょ
う
。

V
当
コ
ラ
ム
に
寄
稿
募
集
し
て

い
ま
す
。
連
絡
先
一
教
区
本
部
の
久
保

直
基
ま
で
。

ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
チ
！
ム
司

祭
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
イ
エ

ズ
ス
会
の
植
栗
調
神
父
。
集
ま

っ
た
四
十
人
の
シ
ス
タ
ー
た
ち

は
、
午
前
と
午
後
、
二
回
に
わ

た
る
講
話
を
聞
い
た
後
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
分
か
ち
合

講
話
を
熱
心
に
聞
く
（
奄
美
）

侍者会に新しい仲間

大熊小教区

大
熊
小
教

区
（
美
島
春

雄
神
父
）
で

は
、
六
月
六

日
（
日
）
浦

上
教
会
で
侍

者
会
入
会
式

を
行
っ
た
。

四
回
の
養
成

を
受
け
て
こ

の
日
晴
れ
て

侍
者
に
な
っ

た
の
は
六
人
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い
、
そ
の
後
、
全
体
会
で
発
表
、

ま
た
講
師
か
ら
示
唆
を
得
た
。

教
区
修
女
連
研
修
会

教
区
修
道
女
連
盟
で
は
、

五
月
二
十
三
日
（
日
）
、
ザ
ピ

エ
ル
教
会
一
階
ホ
！
ル
で
研
修

会
を
開
催
し
た
。
六
十
人
出
席
。

今
年
、
同
研
修
会
の
指
導

に
あ
た
っ
た
の
は
林
尚
志
神
父

（
イ
エ
ズ
ス
会
・
下
関
労
働
教

育
セ
ン
タ
ー
）
で
、
テ
ー
マ
は

「
現
代
社
会
に
生
き
る
修
道
女

の
あ
り
方
」
。
「
よ
う
や
く
一
人

の
人
間
の
尊
厳
と
向
き
合
お
う

と
す
る
時
代
が
来
た
」
と
語
る

林
神
父
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

語
り
で
、
社
会
問
題
を
取
り
上

げ
な
が
ら
修
道
者
が
歩
む
べ
き

道
を
示
し
た
。

の
子
ど
も
た
ち
。
ミ
サ
中
に
行

わ
れ
た
入
会
式
で
は
、
美
島
神

侍者会の決まりを読み上げる

特出
別巻

塁失
奉山
仕手
者ん

五
月
九
日

付
け
で
出
水

教
会
の
大
山

き
よ
子
さ
ん

（
聖
母
カ
テ
キ
ス
タ
会
）
が
、

在
宅
病
人
に
聖
体
を
届
け
る
特

別
聖
体
奉
仕
者
に
任
命
さ
れ

た
。
大
山
さ
ん
は
八
代
市
出
身
。

短
・
信

V
ザ
ビ
エ
ル
教
会
堅
信
式

聖
霊
降
臨
の
主
日
の
五
月

三
十
日
（
日
）
、
ザ
ビ
エ
ル
教

会
で
は
堅
信
式
が
あ
り
、
糸
永

父
に
よ
る
侍
者
に
つ
い
て
の
訓

話
が
な
さ
れ
た
後
、
一
人
ひ
と

り
に
侍
者
服
が
手
渡
さ
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
そ
の
場
で
着
衣
し
、
そ
の

後
、
ミ
サ
や
教
会
学
校
へ
の
出

席
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
「
侍

者
会
の
規
則
」
を
読
み
上
げ
、

そ
の
後
感
謝
の
祭
儀
の
準
備
に

加
わ
っ
た
。
ミ
サ
後
は
信
徒
館

で
保
護
者
た
ち
の
手
作
り
の
カ

レ
！
の
お
祝
い
を
受
け
た
。

Fr. Dino A. Orolfo 

司
教
か
ら
十
四
人
が
堅
信
の
恵

み
を
授
か
っ
た
。
福
音
朗
読
後
、

祭
壇
前
に
歩
み
出
た
糸
永
司
教

は
優
し
く
語
り
か
け
る
よ
う
に

受
堅
者
と
集
ま
っ
た
信
者
た
ち

に
、
堅
信
の
恵
み
に
つ
い
て
訓

話
を
行
っ
た
。
糸
永
司
教
は

「
堅
信
に
よ
っ
て
大
人
の
信
者

と
な
っ
た
者
に
は
、
相
互
愛
と

福
音
宣
教
の
実
現
と
い
う
責
任

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
心
に
刻

み
込
ん
で
教
会
共
同
体
の
一
員

と
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と

励
ま
し
た
。

V
志
布
志
教
会
堅
信
式

六
月
十
三
日
（
日
）
、
堅
信

式
が
あ
り
七
人
が
そ
の
恵
み
に

浴
し
、
受
堅
者
た
ち
は
糸
永
司

教
か
ら
「
愛
し
あ
う
こ
と
、
キ

リ
ス
ト
を
証
し
す
る
こ
と
、
信

仰
を
育
て
る
た
め
に
教
会
の
教

え
の
勉
強
を
続
け
、
聖
体
の
秘

跡
に
あ
ず
か
る
こ
と
の
大
切

さ
」
を
学
ん
だ
。
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短

歌
（
思
川
短
歌
会
作
品
）

レ
オ
の
受
洗
の
日
を
前
に
し
て

平成16年（2004)7月1日（毎月1日発行）

七
月
二
十
二
日
、
薩
摩
の

殉
教
者
税
所
七
右
衛
門
は
洗
礼

を
受
け
、
レ
オ
（
受
洗
名
）
に

な
っ
た
。

住
み
慣
れ
た
都
城
か
ら
本

郷
家
（
殿
様
）
に
つ
い
て
川
内

に
来
た
。
も
と
も
と
川
内
に
い

た
武
士
は
こ
の
人
た
ち
に
使
わ

れ
る
身
、
そ
の
中
に
数
人
の
信

者
が
い
た
。
レ
オ
は
、
そ
の
信

者
た
ち
に
会
い
、
キ
リ
ス
ト
教

に
出
会
っ
た
。
自
ら
見
つ
け
た

の
で
は
な
い
。

平
佐
か
ら
京
泊
ま
で
通
っ

た
か
？
神
父
が
時
々
、
平
佐

に
来
て
い
た
と
記
録
が
あ
る
。

そ
こ
で
勉
強
し
た
か
？
十
四

j
十
五
キ
ロ
の
道
程
。
当
時
、

禁
教
令
が
出
て
お
り
薩
摩
に
も

力
が
及
ん
で
い
た
。
詳
し
い
資

J芸区長吾’‘曹司Fプコトー，『J

文
ート4・
τE 

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第454号

川
内
教
会

料
は
な
い
が
、
そ
の
時
要
理

の
勉
強
を
始
め
た
と
い
う
。

凄
い
も
の
を
感
じ
る
。
家
族
、

周
り
の
武
士
な
ど
の
心
理
的

圧
迫
。
レ
オ
は
神
さ
ま
か
ら

の
召
命
を
感
じ
た
の
か
、
ま

っ
す
ぐ
に
進
ん
だ
よ
う
だ
。

家
の
当
主
は
頭
、
家
族
は

当
主
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。

当
主
は
家
族
を
守
る
責
務
を

負
っ
て
い
る
。
殿
様
に
対
し

て
も
同
じ
武
士
の
仲
間
に
も

｜
。
す
べ
て
を
捨
て
て
神
に

従
う
決
心
を
し
た
。
今
の
時

代
と
は
違
う
。

私
事
だ
が
、
三
十
九
年
前
、

洗
礼
を
受
け
る
と
き
両
親
に

一
大
決
心
し
て
話
し
た
。
「
こ

の
家
は
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な

い
ぞ
」
「
財
産
も
な
い
」
と
言

石

田

幹

男

す
べ
て
を
、
ど
こ
か
で
捨
て
る
。

レ
オ
と
は
同
じ
と
思
わ
な
い

が
、
一
大
決
心
。
レ
オ
の
受
洗

の
日
を
目
前
に
し
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
て
い
る
。

教
区
の
誇
り
殉
教
者
レ
オ

税
所
七
右
衛
門
の
列
福
の
た
め

に
一
緒
に
祈
っ
て
欲
し
い
。
川

内
教
会
で
は
ミ
サ
後
、
毎
週
こ

の
祈
り
を
唱
え
て
い
る
。

わ
れ
、
学
校
、
だ
け
は
出
し
て
く

れ
と
頼
ん
だ
。
小
さ
い
と
き
か

ら
寺
に
預
け
ら
れ
、
長
男
で
寺

の
檀
家
総
代
の
家
に
育
っ
た
。

レ
オ
税
所
七
右
衛
門
の
列
福
を
求
め
る
祈
り

父
な
る
神
よ
。
救
い
の
み
業
に
あ
ず
か
ら
せ
る
た
め
、
あ

な
た
が
お
招
き
に
な
っ
た
レ
オ
七
右
衛
門
は
、
信
仰
の
光
に

照
ら
さ
れ
て
恵
み
の
時
を
知
り
、
殉
教
者
と
し
て
い
さ
ぎ
よ

く
処
刑
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
あ
な
た
の
招
き
に
こ
た
え
ま

し
た
。
殉
教
者
ゆ
か
り
の
地
で
信
仰
に
召
さ
れ
た
わ
た
し
た

ち
が
、
彼
に
倣
っ
て
恵
み
の
時
を
知
り
、
喜
び
を
も
っ
て
、

あ
な
た
の
国
を
証
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
助
け
く

だ
さ
い
。
レ
オ
七
右
衛
門
を
福
者
の
列
に
加
え
て
世
界
に
示

し
、
そ
の
取
次
ぎ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
に
救
い
の
恵
み

が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
。
ア
l
メ
ン
。

殉
教
者
の
元
后
マ
リ
ア
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
お
祈
り

下
さ
い
。

り
み
こ
と
ば
の
書
に
ロ
ザ
リ
オ
を
置
く

（
評
）
信
仰
を
、
そ
し
て
祈
り
を
問
い

つ
め
る
作
者
が
結
句
に
出
て
い
る
。

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

恋
心
片
思
い
で
も
賛
美
す
る
消
え
そ
う

で
消
え
ぬ
灰
か
な
灯

（
評
）
上
の
句
で
、
素
朴
に
人
生
を
詠

ん
だ
尊
い
歌
、
結
句
で
深
遠
な
祈

り
を
表
現
し
た
の
が
よ
い
。

鹿
児
島
前
田
儀
子

し
だ
れ
桜
ゆ
た
か
に
し
、
だ
る
る
川
べ
り

に
原
爆
ド
l
ム
は
霞
ん
で
見
ゆ
る

（
評
）
結
句
の
口
語
的
な
表
現
が
一
首

を
豊
か
に
し
た
。

古
仁
屋
豊
島
忠
司

手
に
取
れ
ば
平
成
九
年
の
硬
貨
な
り
瑞

穂
国
の
稲
を
表
せ
り

（
評
）
「
瑞
穂
国
の
稲
」
の
表
現
が
よ
い
。

出
水
遠
竹
睦
郎

経
済
学
学
び
し
母
校
の
ビ
デ
オ
観
て
心

和
み
ぬ
梅
雨
の
一
夜
に

（
評
）
和
や
か
な
一
夜
の
作
者
が
詠
ま

れ
得
て
、
よ
い
。名

瀬

林

明

子

あ
わ
せ
あ
う
子
と
手
の
ひ
ら
に
と
も
し

び
が
と
も
っ
た
よ
う
よ
ろ
こ
び
ご
こ
ろ

（
評
）
四
句
の
字
足
ら
ず
が
、
歌
意
を

大
き
く
し
て
親
し
み
ゃ
す
い
歌
。

鹿
児
島
田
平
新
太
郎

泡
沫
の
運
ぶ
落
葉
の
小
舟
見
ゆ
思
川
河

口
は
夕
暮
の
刻

館F

旬
（
思
川
俳
句
会
作
品
）

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

雨
上
り
五
色
の
虹
の
掛
か
り
け
り

イ
エ
ス
抱
く
優
し
き
瞳
聖
マ
リ
ア

（
評
）
五
色
の
虹
の
掛
っ
た
空
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
マ
リ
ア
さ
ま
の
笑

顔
も

集いのお知らせ

く＞第25回霧島国際音楽祭教会コンサート「パ

ロックのひびき」 7月23日（金） 19時開演

ザビエル記念聖堂指定席3.000円 自由席

2.500円（一般） /1.000円（小中高生）

く〉黙想会 7月31日（土） 14時～8月1日（日）

16時マリア山荘講師：キッペス神父

（臨床パストラルケア教育研修センタ一所

長）申込： TEL099・264・2694（松山） /TEL 

0995-63-1943 （西）

く＞カトリック教師の会「研修会・黙想会」 8

月7日（土） 15時～8日（日）正午マリア

山荘 「他人と自分との関係を見つめよう

愛するとは－」指導：西本仁史神父

「講演J「分かち合いJ「CHR  （クリエテ

ィブヒューマンリレーションズ）の実践」

参加費： 3000円問合せ岩崎正幸（ラ・

サール高校） TEL099-268-3121 eメール

iwazaki@ml.lasalle.ed.jp 

く〉大口明光学園一日体験入学 7月10日（土）

13時～16時対象：小学6年生・中学3年生

申込・お問い合わせ 0995・22-0609

く〉集中内観（信仰の心を育てる祈り・修業）

8月16日（月） 10時半～21日（土）正午

マリア山荘（TEL0995-58-2994) 指導：岡

俊郎神父（TEL0997・53・7456) 費用： 1泊

6.500円（3食付・但し初日は7.500円）／日

帰り研修2.000円 ※04年内観

予定 9月19日～25日・ 11月21 ひ益専

日～27日.12月 18日～23日~ぞS

E在
畠信
萄徒
立 の
型使
l膏l l込

王Z
蕗考
大え

護る
木目

水
之
浦
悦
子

五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
、
浦
上
教
会
で
七
百

人
近
く
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
「
平
和
｜
わ
た
し
か
ら

始
ま
る
地
球
の
平
和
｜
」
の
テ

鹿
児
島
徳
永
ノ
ブ
子

殉
教
の
大
江
の
里
に
風
薫
る

天
主
堂
仰
ぐ
心
も
五
月
晴
れ

（
評
）
古
き
聖
堂
の
清
々
し
さ
が
表
白

さ
れ
感
動
を
与
え
る
佳
作
。

出
水
遠
竹
睦
郎

キ
リ
ス
ト
の
受
難
の
丘
や
夏
の
花

応
接
間
聖
書
を
め
く
る
梅
雨
の
客

（
評
）
二
句
と
も
完
成
度
が
高
く
、
特

に
「
梅
雨
の
客
」
が
よ
い
。

鹿

児

島

本

城

愛

雀
龍
ゆ
ら
り
ゆ
ら
れ
て
泊
り
客

喜
々
と
鳴
き
出
水
の
雀
龍
帰
り

（
評
）
愛
鳥
は
平
和
の
礎
で
あ
る
こ
と

を
的
確
に
詠
ん
だ
句
。
作
者
の
優

し
さ
が
感
じ
ら
れ
て
よ
い
。

鹿
児
島
龍
門
司
真
人

美
し
く
な
る
ヘ
チ
マ
水
女
を
呼
ぶ

わ
が
道
は
母
と
歩
い
た
丸
木
橋

ー
マ
で
始
ま
り
、
日
カ
連
の
歩

み
や
活
動
報
告
が
あ
り
、
日
カ

連
の
目
的
を
確
認
し
合
い
ま
し

た。
全
国
の
女
性
信
徒
の
皆
さ

ん
と
同
じ
目
的
で
繋
が
っ
て
い

る
喜
び
を
強
く
痛
感
し
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。

高
見
三
明
司
教
さ
ま
は
じ

め
、
長
崎
教
区
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
受
け
入
れ
に
、
こ
の
と
き

を
感
謝
の
う
ち
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

各
小
教
区
訪
問
と
い
う
形

で
の
分
散
会
（
城
山
教
会
）
も

初
対
面
で
あ
り
な
が
ら
、
時
間

が
足
り
な
い
く
ら
い
の
分
か
ち

合
い
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
か

阿
久
根
聖
国
老
人
ホ
l
ム
一
同

永
遠
の
み
国
を
め
ざ
し
主
の
御
名
に
よ

り
て
集
え
り
阿
久
根
の
丘
に

司
祭
な
る
あ
な
た
に
よ
り
て
み
言
葉
を

食
べ
て
生
き
生
き
今
日
も
感
謝
で

（
評
）
思
川
短
歌
会
創
設
の
趣
旨
に
適

う
歌
。
祈
り
の
集
い
を
明
る
く
表

現
し
た
尊
い
佳
作
で
す
。
次
作
を

期
待
し
た
い
。

阿
久
根
中
津
潰
フ
サ
エ

吟
削
V

J

、

若
き
日
の
思
ひ
出
た
ど
り
老
人
春
を

日
々
の
祈
り
に
空
し
く
託
す

（
評
）
「
老
人
春
」
の
表
白
が
、
一
首
の

生
命
と
な
っ
て
い
る
健
勝
歌
。

大

口

森

博

伸

と
ら
わ
れ
て
盲
い
た
こ
こ
ろ
の
愁
い
な

ら
同
じ
信
仰
の
も
と
に
集
ま

り
、
時
を
同
じ
く
し
語
り
合
え

た
こ
と
、
私
自
身
の
信
仰
も
確

認
で
き
た
こ
と
は
、
神
さ
ま
か

ら
の
素
晴
ら
し
い
お
恵
み
で
し

た
。
私
た
ち
女
性
信
徒
の
会
も
、

女
性
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
歩
み
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

伊
作
広
子

長
崎
大
会
に
七
百
余
人
の

方
々
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
わ
た
し
か
ら

始
ま
る
地
球
の
平
和
」
で
し
た
。

私
が
今
ま
で
日
カ
連
に
感

じ
て
い
た
こ
と
は
、
何
か
遠
い

団
体
で
「
日
カ
連
だ
よ
り
」
も

何
気
な
く
目
を
通
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
長
崎
の
地
で
、
日
カ

連
大
会
に
触
れ
、
色
々
な
恵
み

を
頂
き
、
実
り
あ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。世

界
に
通
じ
て
い
る

日
カ
連
、
そ
の
歴
史
も

素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。
世
界
の
カ
ト
リ
ッ

ク
女
性
は
一
九
一

O
年

（
明
治
四
十
年
）
「
あ
な

た
た
ち
は
、
地
の
塩
で

あ
る
」
と
い
う
キ
リ
ス

ト
の
言
葉
で
手
を
取
り

合
う
た
め
に
、
世
界
の

カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
団
体
連
盟
、

略
称
「
世
カ
連
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
は
東
京
と
横
浜
の
婦

人
会
か
ら
始
ま
り
、
一
九
七
四

年
に
加
盟
し
ま
し
た
。
二

0
0

四
年
、
長
い
歴
史
を
経
て
長
崎

大
会
三
十
周
年
に
至
っ
た
わ
け

で
す
。現

在
、
女
性
信
徒
の
会
は

日
カ
連
に
年
会
費
一
万
円
を
送

金
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
費
を

通
じ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
世
界
の
貧
し
い
人
々
の
た
め

に
、
会
費
が
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
深
く
意
識
し
、
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
を
長
崎

の
地
に
導
い
て
下
さ
っ
た
方
々

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

募
集
し
ま
す
1

教
区
報
で
は
掲
示
板

（
声
欄
）
を
新
設
し
、
皆

さ
ま
の
活
気
あ
る
ご
意

見
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。
投
稿
下
さ
る
方
は

ご
意
見
を
四
百
字
程
度

に
ま
と
め
て
編
集
部
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。
締

切
は
毎
月
日
日
で
す
。


